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令和７年度第２回後志保健医療福祉圏域連携推進会議 議事録 

  

１ 日時 

令和８年３月１９日（木）１８：３０～ 

 

２ 場所  

後志総合振興局２階講堂  

 

３ 出席者 

別添「出席者名簿」のとおり 

 

４ 議題 

（１）開会 

（２）挨拶 

（３）議事 

１） 後志保健医療福祉圏域連携推進会議各部会令和７年度活動報告及び 

令和８年度活動計画について【資料１―１～１―６】 

２） 後志高齢者保健福祉圏域連絡協議会開催報告について【資料２―１・２―２】 

３） 地域医療構想調整会議開催報告について【資料３】 

４） その他 

（４）閉会 

 

５ 開会 

 【事務局・平野課長】０：０８：５９ 

では定刻となりましたので、ただいまから「令和７年度第２回後志保健医療福祉圏域

連携推進会議」を開催いたします。 

皆様方におかれましては、何かと御多用・御多忙のところ御出席をいただきまして、

誠にありがとうございます。 

議事に入るまでの間、進行を担当します、保健行政室企画総務課の平野です。 

それでは会議の開催にあたりまして、後志総合振興局保健環境部長の大𠩤より一

言ご挨拶を申し上げます。 

 

６ 挨拶 

 【事務局・大𠩤部長】０：０９：３２ 

皆様、御晩でございます。後志総合振興局保健環境部長の大原でございます。 

「令和７年度第２回後志保健医療福祉圏域連携推進会議」の開催にあたりまして、

一言ご挨拶申し上げます。 

まず初めに、日頃から後志地域の保健・医療・福祉の連携推進に御尽力いただい

ております、委員の皆様方に心より感謝申し上げます。 

また、年度末の御多忙の中、また業務終了後のお忙しいところですね、御出席いた

だきまして、厚く御礼申し上げます。 
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当会議でございますけれども、令和６年９月に策定いたしました「後志地域推進方

針」を中心に、５疾病・６事業・在宅医療に関する医療連携体制を中心とした議題につ

いて協議いただいているところでございます。 

後志圏域は皆様方も御存じのとおりといいますか、御体感されていると思いますが、

人口減少と高齢化が進展していく中、また、医療・福祉ニーズが大きく変化していく中

ですね、地域の医療機関や行政、関係団体が連携いたしまして、持続可能なサービ

ス提供体制を築いていくことがますます重要となってきています。こうした課題に対応

するために、皆様方の御協力のもと、地域医療構想の推進ですとか、救急搬送体制

の適正化、在宅医療・介護との連携強化など、様々な取組が進められているところで

ございます。 

本日の議事でございますけれども、各部会の令和７年度活動報告及び令和８年度

の活動計画につきまして、各部会長から御報告いただきまして、意見交換をお願いし

ている予定としてございます。 

また、当会議と関係いたします、２つの会議「後志高齢者保健福祉圏域連絡協議会」

及び「後志地域医療構想調整会議」につきまして、御報告いたします。 

御出席の皆様方におかれましては、圏域の関係機関のさらなる連携強化のために、

ぜひとも忌憚のない御意見をお願いしたいと思います。 

今後とも行政・医療機関・福祉団体・地域住民の皆様方が一体となって、よりよい地

域づくりに取り組んで参りたいと思いますので、引き続きの御支援と御協力を賜ります

ようお願い申し上げます。 

最後になりますが、本日の会議が実りあるものとなりますことをお願い申し上げまし

て、私の挨拶とさせていただきます。 

本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

 

【事務局・平野課長】０：１１：５８ 

 本日のスケジュールですが、２０時００分を目途に終了したいと考えております。御

協力のほどよろしくお願いいたします。 

 本日の会議資料の資料１―６―３は修正前資料として参考に添付していますので

御参照ください。 

本日はオブザーバーとして当振興局社会福祉課が出席しております。 

また、初山委員におかれましては、急遽所用にて欠席となりましたので報告をさせて

いただきます。 

 

７ 議事 

【事務局・平野課長】０：１２：５８ 

それでは、次第の３の議事に入ります。 

ここからの議事進行については、河合会長にお願いいたします。 

河合会長、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

(１)後志保健医療福祉圏域連携推進会議各部会令和７年度活動報告及び 

令和８年度活動計画について 

各部会長・事務局から「資料１－１～１－６」に基づき説明 
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【河合会長】０：１３：１１ 

はい、羊蹄医師会長、河合でございます。よろしくお願いいたします。 

早速、始めます。 

はじめに「(１)後志保健医療福祉圏域連携推進会議各部会令和７年度活動報告及

び令和８年度活動計画」について、各部会長から説明をお願いしたいと思います。 

後志保健医療福祉圏域連携推進会議である親会のもとに、６つの部会がありまして、

「がん・糖尿病専門部会」「脳卒中・急性心筋梗塞専門部会」「救急医療専門部会」「在

宅医療専門部会」「歯科保健医療専門部会」「難病医療専門部会」があります。 

まず最初に、がん・糖尿病専門部会について、部会長のわたしから説明いたします。 

まず、資料１－１ですね、御覧なってください。 

「がん・糖尿病専門部会」について報告いたします。 

「１ 開催状況」は記載のとおりとなっております。 

「３ 報告・協議事項」ですけれども、第１回は委員改選に係る報告と、推進方針の

令和６年度推進状況及び令和７年度の活動に関する協議を行っております。第２回で

は令和７年度の活動報告と今年度、歯科保健医療専門部会とともに実施いたしました

「糖尿病及び歯周病の重症化予防に向けた医科歯科連携に関する実態調査結果」

並びに当部会の今年度の取組評価と今後の方向性に関する協議を行っております。 

「４ 委員からの意見」に移ります。 

医科歯科連携に関する実態調査結果に関しまして、地域の特性に沿った医療連携

の進め方を検討する必要があるということ、糖尿病も歯周病も必要な治療を受けること

が最も大事であること、医科と歯科それぞれに必要としている情報や伝えたいことがわ

かると具体的な取組の検討に役立つのでは、という意見がありました。 

次に、「５ 令和７年度活動報告」については記載のとおりです。糖尿病の医科歯科

連携に関する実態調査のほか、がんでは、１２月にがん検診の受診率向上に向けて

中長期的な視点に立ち、児童及び生徒ががんに関する理解を深めるとともに、がん予

防を実践できるよう、学校と行政の関係者を対象とした研修会を開催しております。 

最後に「６ 令和８年度活動計画」になりますが、本部会での意見を踏まえまして、が

んは引き続き教育局と連携し、児童や生徒に対するがん予防を始めとした望ましい生

活習慣形成に向けた普及啓発に取り組むとともに、管内では特に受診率の低い、乳

がんおよび子宮頸がん検診への対策や各医療地域におけるがん検診の実施体制等

について課題の整理を行う予定としています。 

また、糖尿病では実態調査結果から優先すべき取組を検討し、歯科保健医療専門

部会と連携して実施していくことといたします。 

がん・糖尿病専門部会からの報告は以上です。 

引き続き、脳卒中・急性心筋梗塞専門部会についてですが、部会長の宮本委員は

御欠席のため事務局のほうからご説明お願いいたします。 

 

【事務局・殿村主査】０：１７：４１ 

事務局、殿村から脳卒中・急性心筋梗塞専門部会について報告いたします。 

着座にて失礼いたします。 

資料１－２を御覧ください。 
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「１ 開催状況」は資料にありますとおりで、書面による２回の会議となっております。 

「３ 報告・協議事項」ですが、第１回では委員改選に係る報告と、推進方針の令和

６年度の推進状況及び令和７年度の活動に関する協議を行っております。第２回では

令和７年度の活動報告と今年度の取組評価と今後の方向性に関する協議を行ってお

ります。 

「４ 委員からの意見」に移ります。 

今後の取組の方向性といたしまして、医療介護に関わる専門職が疾患の理解を深 

め、地域にその予防を広めていくことができるよう連携を図っていくことができればとい

う御意見をいただきました。 

次に「５ 令和７年度活動報告」につきましては、記載のとおりとなりますが、３月９日

の「脈の日」、そこから始まる１週間の「心房細動週間」に併せまして、後志総合振興局

道民ホールと岩内保健所のロビーにおいてパネル展を開催したほか、振興局の公式

ＳＮＳや市町村広報誌を活用した情報発信により、循環器病予防に関する普及啓発を

行っております。 

最後に「６ 令和８年度活動計画」になりますが、今年度実施した、健康寿命の延伸

につなげるための循環器病予防に関する普及啓発のほか、医療や介護の従事者を

介して、地域住民に予防行動が浸透するよう、専門職を対象とした研修会を企画する

ことといたします。 

脳卒中・急性心筋梗塞専門部会からの報告は以上です。 

  

【河合会長】０：２０：０６ 

はい、ありがとうございました。 

続きまして、「救急医療専門部会」「在宅医療専門部会」について、部会長の林委員

よりご説明お願いいたします。 

 

【一般社団法人余市医師会・林委員】０：２０：１９ 

それでは、救急医療専門部会から報告いたします。 

資料は１－３ですね。 

救急医療専門部会の「１ 開催状況」は今年度８月に書面開催、３月対面開催の計

２回開催いたしました。 

「２ 委員の状況」は資料のとおりです。 

「３ 報告・協議事項」につきましては、第１回部会では、部会長の選任及び令和６年

から令和１１年までの後志地域推進方針の進捗・評価案を協議いたしました。第２回部

会では、令和７年度の活動実績の報告、令和８年度の活動方針について協議しました。 

それぞれの協議において、「４ 委員からの意見」は特にございませんでした。 

「５ 令和７年度活動報告」につきましては、救急の日を中心に各消防組合において、

住民等への「心肺蘇生法」「救急車の適正利用」など、普及啓発を行いました。また、

年間を通じて、管内消防署にて、管内消防組合が「救急法等講習会」を２５４回実施し、

３，８４３名が参加いたしました。この他にも、外国人や高齢者の救急搬送増加につい

て現状の共有がなされるとともに、倶知安厚生病院、ニセコインターナショナルクリニッ

ク、各観光関係団体などの取組なども、令和７年度倶知安・ニセコ地域における外国

人患者への医療に対する関係者会議で報告がなされましたことや、先日３月１０日に
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は広域災害救急医療情報システム（ＥＭＩＳ）研修会が実施され、災害医療体制の講

義やＥＭＩＳの入力演習を行いました。 

「６ 令和８年度の活動計画」につきましては、救急医療週間を中心とした啓発活動

の実施、消防機関における年間を通じた救急法等講習会の実施、北海道主催のＥＭ

ＩＳ研修を関係医療機関に対する参加促進、へき地医療体制に対する補助事業の周

知・案内及び北海道小児救急電話相談の周知を実施する予定でございます。 

救急部会からは以上でございます。 

 

【河合会長】０：２３：０６ 

はい、ありがとうございます。 

続きまして、「在宅医療専門部会」のほうも林委員お願いいたします。 

 

【一般社団法人余市医師会・林委員】０：２３：１６ 

引き続き、次の資料１－４ですね、在宅医療専門部会からの報告をいたします。 

在宅医療専門部会の「１ 開催状況」については、今年度は８月に書面開催、３月に

対面開催の計２回開催をしています。 

「２ 委員の状況」につきましては、倶知安厚生病院の大井委員に代わり岩森委員が、

余市医師会長の交代に伴い私、林の２名が新たに就任しております。 

「３ 報告・協議事項」につきましては、第１回は後志地域推進方針の進捗状況の評

価について協議いたしました。第２回部会につきましては、令和７年度の活動実績に

ついて報告し、令和８年度の活動方針について協議をしております。 

「４ 委員からの主な意見」につきましては、「今後の在宅医療・介護分野では人材不

足の進行が懸念されるため、地域の住みやすさだけでなく働きやすい環境づくりや地

域の魅力向上など、人材確保の視点を踏まえた取組も重要である。」といった意見が

委員からございました。 

「５ 令和７年度活動報告」につきましては、「在宅医療介護連携推進会議」「倶知安

保健所看護職連携推進会議」を開催しております。研修会では、令和７年４月より運用

が開始となった羊蹄地域入退院ルール研修会を開催しました。 

続いて、多職種連携協議会としましては、意思決定支援や一人暮らしを支えるため

のセーフティネットについて学ぶ機会を設けております。また、歯科保健医療専門部

会が開催いたしました、口腔健康管理セミナーにも協力しております。 

次に「６ 令和８年度活動計画」につきましては、まず、５つの在宅医療圏ごとに地域

課題の検討を引き続き行うとともに、医療と地域の双方に関わる横断的な課題につい

ても継続して取り組んで参ります。また、研修につきましては、ＡＣＰを含む意思決定支

援や、退院前からの情報共有・連携等をテーマに実施し、医療・介護・地域支援関係

者が共通認識のもと、本人の意思を尊重した支援を実践できる体制づくりの推進を図

って参ります。 

在宅部会からは以上でございます。 

 

【河合会長】０：２６：１０ 

はい、ありがとうございました。 

続きまして、「歯科保健医療専門部会」について、部会長である山田委員よりご説明
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をお願いいたします。 

 

【後志歯科医師会・山田委員】０：２６：２０ 

はい、後志歯科医師会の山田でございます。 

資料１－５を御覧ください。 

歯科保健医療専門部会の今年度の活動内容と今後の活動計画について、ご報告

いたします。 

「１ 部会開催状況」につきましては、今年度は書面会議を昨年８月と本年３月に２

回開催いたしました。 

「２ 部会委員」に関しましては、資料のほうをご参照いただきたいと思います。 

「３ 報告・協議事項」につきましては、第１回会議では、北海道医療計画後志地域

推進方針の「歯科保健医療対策」に関し、市町村、関係団体及び関係機関の取組状

況を把握し、評価及び課題について協議を行いました。主な課題といたしまして、歯

周疾患検診の実施に向けた検討の必要性や、オーラルフレイルや口腔ケアについて、

介護保険施設等に対する研修会の開催や普及啓発を継続して行っていく必要がある

こととなっております。 

また、第２回目の会議では、「令和７年度糖尿病及び歯周病の重症化予防に向けた

医科歯科連携に関する実態調査」及び「令和８年度の活動計画」に関する協議をいた

しました。 

「４ 委員からの意見」の前に、先に「５ 令和７年度活動報告」について述べさせて

いただきたいと思います。 

令和６年度より開催しております「口腔健康管理セミナー」につきましては、令和７年

度も集合型研修会を岩内地方文化センターにて開催いたしました。また、施設におけ

るＯＨＡＴの導入を目指し、口腔健康管理の実施に向けた「ＯＨＡＴ研修会」を実施し

ております。 

糖尿病医科歯科連携に関する調査につきましては、がん・糖尿病専門部会と合同

で実施いたしました。後志管内の病院及び診療所、内科８７施設、歯科１２２施設を対

象に、糖尿病と歯周病の重症化予防に向けた施策検討の基礎資料を得ることを目的

として実施したものです。 

本調査における「４ 委員からの意見」といたしましては、優先的に取り組むべき必

要なこととして、「医療従事者の医科歯科連携への理解、それから「受診勧奨の判断

基準のルール化」の回答が上位を占めました。取組内容といたしまして、「医療従事者

への理解を進めるための研修会や意見交換会」、「医科、歯科医療機関のリスト作成」

といった、具体的な意見がありました。 

「６ 令和８年度活動計画」に関する「４ 委員からの意見」といたしましては、口腔健

康管理を推進するため、「口腔健康管理」に関する研修会の開催について了承をいた

だきました。 

最後に、「６ 令和８年度活動計画」について申し上げます。 

引き続き、介護保険施設等を中心とした多職種への口腔健康管理や口腔ケア等の

普及啓発を行うほか、乳幼児期から成人期までの歯科保健の取組について、部会内

で情報共有を図り、継続的な検討及び評価を行って参ります。 

歯科保健医療専門部会からの報告は以上でございます。 
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【河合会長】０：３０：０７ 

はい、ありがとうございました。 

続きまして、「難病対策専門部会」について、部会長の藤澤委員よりお願いいたしま

す。 

 

【一般社団法人小樽市医師会・藤澤委員】０：３０：１８ 

はい、小樽市医師会の藤澤です。皆さんよろしくお願いします。 

私から難病対策について報告いたします。 

令和７年度の難病対策専門部会の取組としまして、資料１－６－１をご覧ください。 

「２ 委員の状況」ですが、今年度より、済生会小樽病院の阿畠さんを新しく委員に

迎えまして、計１４名で難病対策専門部会を推進しております。 

「１ 開催状況」ですが、部会としては年２回Ｗｅｂ開催しまして、「３ 報告・協議事項」

については、主に「北海道医療計画後志地域推進方針の令和６年度分評価」や各保

健所ごとに「特定疾患医療費受給者証からみた地域の現状や保健所支援」の共有、

また「令和８年度実施に向けた神経難病患者の在宅療養生活に関する実態調査の検

討」を行って参りました。 

「４ 委員からの意見」としましては、地域の人口減少に伴い、今後も人材や社会資

源の不足、財税状況悪化の可能性は高いこと、後志全体でどのように難病患者や家

族を支えていくのかを考えていく必要があること等が挙げられました。また、ニーズを明

確にして限られた資源のつながりを強化しながら有効に活用していくことが重要である

こと、すでに地域支援の限界も見えている中で、実態調査の回答をどのように改善・実

現につなげていくか、協議や検討を重ねる必要があることが指摘されました。患者・家

族のニーズを直接把握するのは圏域として初の試みであるため、調査は有効と考えら

れると、意見は一致しまして、次年度に向けて取り組んでいくこととなりました。 

これらを踏まえまして、「５ 令和８年度活動計画」としましては、神経難病患者の在

宅療養生活に関する実態調査を予定しております。具体的な内容や期間を検討し、

後志圏域での実施・集計を目指し、取り組んで参ります。また、得られた課題を整理し

て、難病患者・家族を後志管内全体で支えていく体制づくりの一助となるよう、さらなる

普及啓発等を検討しております。 

次に資料１－６－２をご覧ください。 

今回、こちらを皆様に提示させていただきましたのは、第１回目の本会で提示させて

いただいた評価を修正したためです。 

難病指定協力病院である小樽市立病院の有村局長のご協力をいただきまして、同

院の令和６年度の取組実績および令和７年度の実施見込みについて、ご報告をいた

だくことができましたので、より実態に即したものを皆様にご提示いたします。 

令和６年度の取組実績及び令和７年度の実施見込みについては、変更した箇所を

黄色で示しておりますので、ご確認ください。 

私からは、主に「取組の評価・課題」の部分を中心にご報告いたします。 

まず、変更している箇所は「在宅療養への支援」の項目の１つ目に記載している各

種サービスの計画的・効果的な提供の促進に関する施策になります。こちらは、訪問

看護による家庭訪問や健康相談の実施、関係機関連絡を小樽市立病院に実施いた
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だいているという実績を踏まえまして、「医療機関の多くが関係機関連絡に取り組めて

いる。」という評価を追記しております。 

次に、同じく在宅療養への支援の項目の３つ目、障害者総合支援法に基づく障害

福祉サービスに関する施策についてですが、小樽市立病院が制度周知に取り組んで

いただいている点を踏まえまして、「市町村や医療機関では半数以上の機関が制度の

周知に取り組んでいる一方、関係機関では少数にとどまっている。」という評価に修正

しております。課題についても、「障害福祉サービス等の周知や紹介に取り組む機関

が少なく、各関係機関の役割が十分に周知されていない可能性がある。」という内容

に修正しております。 

次に、資料の裏面の「難病医療支援ネットワークの推進」の項目をご覧ください。こ

ちらも、小樽市立病院の実績を踏まえ、「後志管内の難病医療協力病院である２医療

機関について、いずれの医療機関も取組を行っている。」という評価に変更しておりま

す。 

以上が、第１回目の本会で提示させていただいた内容からの主な変更点になります。

以上です。 

 

【河合会長】０：３５：０４ 

はい、ありがとうございました。 

今、藤澤委員からご説明いただいた令和６年度の評価ということで報告していただ

いた内容についてということで。 

よろしいですかね？はい。 

以上、各部会から説明のあった内容につきまして、何かご質問・ご意見ございませ

んでしょうか？ 

はい、どうぞ。 

 

【一般社団法人小樽市医師会・藤澤委員】０：３５：３８ 

資料１－１の「６ 令和８年度活動計画」の【糖尿病】の件で、「実態調査結果から、

優先すべき取組を実施する。」という、この実態調査というのを具体的に、すみません、

ちょっと私把握していなくて教えていただけますか？ 

 

【河合会長】０：３５：５８ 

確かアンケートを取りまして、それで実態を把握して、それを集計してやるという方向

でよかったでしょうかね？ 

ちょっと事務局のほうから説明をお願いします。 

 

【事務局・殿村主査】０：３６：１４ 

私、がん・糖尿病部会も担当しています、殿村です。 

資料１－１の裏面ですね、こちらの「５ 令和７年度活動報告」の２つ目の〈調査の実

施〉に記載させていただいているんですけれども、後志管内の内科と歯科の医療機関

を対象に調査をさせていただいております。そして、回収率は記載のとおりなんですけ

れども、そこから、ここに調査内容も書いているんですが、そこを今ちょっと集計はしま

して、これから考察とかを加えて、部会の中で報告をさせていただき、取組を協議する
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というような状況になっております。 

 

【一般社団法人小樽市医師会・藤澤委員】０：３６：５９ 

私からご提案なんですが。今年度６月からの診療報酬改定で、生活習慣病管理料

の糖尿病を主病としている場合は、眼科医療機関と歯科医療機関で、連携強化加算

というものを算定できるというのができましたので、例えばナショナルデータベース（ＮＤ

Ｂ）で、この圏域はそれをどのぐらい算定しているかというのも、１つ公表データとして使

えるんじゃないかなと思いますので、発言させていただきました。 

 

【河合会長】０：３７：３２ 

はい、ありがとうございます。 

他にありませんでしょうか？ご質問、はい、お願いいたします。 

 

【事務局・平野課長】０：３７：４１ 

事務局のほうからちょっと説明といいますか、報告をさせていただきたいと思います。 

前回のですね、連携推進会議において藤澤委員のほうから提起いただきました、推

進方針実績に係る精度の高いデータの取得に関してです。 

これまではですね、令和６年までは医療計画とか、地域推進方針の中にある数値目

標の値のみを着目してですね、評価をしていたというところですけれども、事務局内部

における検討の結果、後志地域の各機関とともにですね、推進方針に取り組むという

理念を踏まえまして、昨年度から各機関に対し照会を行いまして、回答いただいた内

容を検証しているというふうなことになっております。回答項目がですね、多数あること、

また初回の調査であったことから、回答にばらつきが出てしまったのでないかということ

を踏まえまして、事務局のほうでですね、不慣れな対応をお願いしていたということを

反省して、今後照会を継続する際にはですね、今年度以降、照会時に昨年のデータ

を添付して、例えば回答の簡素化を図るとか、わかりやすいような、調査結果の得られ

るような対応を心がけて参りたいというふうに思っております。 

また、数値目標に係るデータの年度などについてはですね、道の医療計画に準じ

て実施しているところでございますが、また原則として道計画に並ぶものという扱いに

はどうしても制限がございます。しかし、各部会などにおける議論において、公表され

ている最新データ、道計画に準じるようなデータであったりとか、そういうものをですね、

軸にして議論することを妨げるものではありませんので、必要に応じてデータを取得さ

れて、御協議いただければと考えております。 

今お話したこと、委員の皆様に説明がこれまで遅れましたことについて、深くお詫び

をいたします。以上です。 

 

 【河合会長】０：４０：００ 

はい、ありがとうございました。 

ということで、はい。 

 

【一般社団法人小樽市医師会・藤澤委員】０：４０：０７ 

ありがとうございます。 
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前回の私の発言が参考になって幸いです。 

私、今、林先生も在宅の担当をされていますが、実は小樽市で今、私、深刻だなと

思っているのが非特定施設なんですね。非特定施設からの救急搬送というのが、やは

り多くて、これは行政も把握できないんですね。ですので、非常に難しいんですが、こ

の書面に出てこない施設について、今後どう捉まえていくかというのは、なかなか難し

いですが、やっぱ介護のレセプトなんかも突き合わせしながら、把握していく必要があ

るのかなと思っています。 

 

【一般社団法人余市医師会・林委員】０：４０：５５ 

  非特定施設というのは、具体的にどういう施設なのですか？ 

 

【一般社団法人小樽市医師会・藤澤委員】０：４１：１６ 

そうですね、ちょっと小樽とかというよりは、かなり大阪なんかでは、非常に問題にな

っているような施設です。 

 

【事務局・平野課長】０：４１：２１ 

なかなかちょっと明確に申し上げづらいところがあるかもしれませんけれども、例え

ば生活保護を受給されているような方を、お預かりされているような施設というふうな認

識でよろしいでしょうか？ 

はい、いただいた御意見についてはですね、何が対応できるのか、ちょっと検討さ

せていただければと思います。ありがとうございます。 

 

【河合会長】０：４１：５５ 

はい、ありがとうございます。 

いろいろ難しい面の話だと思うんですけれども、今後検討ということで、いたします。 

他、何かご質問大丈夫でしょうか？何かありませんか？ 

はいどうぞ。 

 

【一般社団法人余市医師会・林委員】０：４２：０７ 

難病の人の、この地域における実数というのは、ある程度把握しているんでしょう

か？神経難病の患者さんは、この圏域で何人いらっしゃるとか、そういうデータというの

はあるんでしょうか？ 

 

【事務局・山口課長】０：４２：５７ 

難病部会を担当しております、山口と申します。 

神経難病の数なんですけれども、指定難病の受給者証を持っていらっしゃる方の

数自体は、小樽市も含めまして、管内でおよそ２，５００人くらいいらっしゃるという中で、

難病の方がその中でですね、人数としては、神経難病は、おおよそ２６０名ほどの人数

となっております。 

 

 【一般社団法人余市医師会・林委員】０：４３：４２ 

はい。どうもありがとうございます。 
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大体どれぐらいいらっしゃるかなと。 

 

【河合会長】０：４３：５０ 

はい、ありがとうございます。 

神経難病はパーキンソンとか、その他のあれですよね？そうですよね、はい。 

パーキンソンが一番多いですもね。 

はい、ありがとうございます。 

他、何かご質問ありませんか？事務局、大丈夫ですか？ 

はい、それでは次の議事に進みたいと思います。 

「後志高齢者保健福祉圏域連絡協議会開催報告」について、社会福祉課から説明

お願いいたします。 

 

(２)後志高齢者保健福祉圏域連絡協議会開催報告について 

社会福祉課・田中主査から「資料２－１・２－２」に基づき説明 

 

【社会福祉課・田中主査】０：４４：２８ 

社会福祉課の田中でございます。 

私のほうからは、１０月２日に開催しました、「後志高齢者保健福祉圏域連絡協議会」

について、ご報告いたします。 

資料は２－１、２－２となります。２－２は協議会の設置要綱となります。 

本会議は高齢者保健福祉計画や介護保険事業（支援）計画の作成・調整及び推進

を図るために、保健福祉圏域ごとに設置された連絡会議となり、各市町村介護保険主

管課長などが委員となっております。 

令和９年４月から３年間を計画期間とする「第１０期高齢者保健福祉計画・介護保険

事業（支援）計画」については、令和８年度からが計画策定年となりますことから、昨年

１０月２日の会議では、計画策定の具体的な作業を行うにあたって、まずは地域の課

題共有を目的に協議会を開催しております。協議会の中では、この間の厚生労働省

社会保障審議会介護保険部会の中で、「２０４０年に向けたサービス提供体制等のあり

方」検討委員会というものが開かれていまして、そちらの議論ですとか、地域の状況・

課題等を共有しました。 

今後ですね、施設整備等においては、市町村の数値目標を積み上げて、道の計画

の数値目標としているほか、地域での介護保険事業の展開は市町村における計画が

基本となることから、今後ですね、さらに厳しくなることが予想される介護保険サービス

を取り巻く情勢も踏まえた市町村計画を各市町村で作成いただくための課題共有で

すとか、圏域調整を、この会議で進めていく予定でございます。４月以降は、第１０期

計画の策定作業が本格するため、令和８年度中に数回協議会を開催する予定として

おります。 

以上でございます。 

 

【河合会長】０：４６：４２ 

はい、ありがとうございました。 

社会福祉課からの説明あった内容について、ご質問ございませんでしょうか？ 
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はい、どうぞ。 

 

【一般社団法人小樽市医師会・藤澤委員】０：４６；５８ 

資料２－２の設置要綱について、ご説明いただきたいところがありまして、「第２条（３）

特別養護老人ホーム、養護老人ホーム、介護老人保健施設及び介護医療院の整備」

とありますが、これが老人保健法と社会福祉法の呼び名が混在してしまっている、いわ

ゆる特別養護老人ホームは、この文面だと介護福祉施設という名前のほうがいいんじ

ゃないかと。 

あと、養護老人ホームは、この「特定施設入居者生活介護の指定に係る」施設に入

ってくるので、今更ですけどこの文章が、整合が取れているのかというのと、同じように

同設置要綱の「（会議）第４条の３ 療養病床から特別養護老人ホーム、介護老人保健

施設、介護医療院」とありますが、これも老人保健法の呼び方と、介護保険法の呼び

名が混在しているのですが、その理由とかわかりますか？ 

 

【社会福祉課・田中主査】０：４８：１１ 

 ちょっと私のほうですべて答えられるかあれなんですが、この要綱のもともとが、本

庁のほうで作っている要綱を後志版にしていて、最終改定が平成３０年となっておりま

して、以降改訂していないので、もしかすると必要な見直しがどこかで漏れているのか、

ちょっと国の要綱に基づいて、道のほうでも要綱を作っているというのは、本庁担当者

に以前別件で聞いていたので、今回ちょっとご意見としてお伺いして、本庁担当者等

と含めてちょっと調整を図りたいと思います。 

ご指摘ありがとうございます。 

 

【河合会長】０：４８：５０ 

はい、ありがとうございました。 

設置要綱変えるとなると、何かやっぱりあれですよね、会議で何かやらなきゃいけな

いですもんね。いや、その辺も含めて、よろしくお願いいたします。 

他、何かありませんでしょうか？大丈夫ですか？ 

はい、それでは次いきますね。 

「地域医療構想調整会議開催報告」について、事務局からお願いいたします。 

 

【事務局・其谷主幹】０：４９：２２ 

倶知安保健所、其谷です。すみません、座って説明させていただきます。 

資料３のほうを御覧ください。 

その前に地域医療構想について、すみません、ここに資料ないんですけれども、何

かということを説明させていただくと、平成２８年に始まっているんですが、その当時か

らということになりますけれども、令和７年に向けて、当時予想された人口減少、それか

ら人口構造の変化、高齢化の進展になりますけれども、そこらの需要の変動があり得る

ということで医療提供体制、それに合わせて作っていこうということを目的として、計画

の策定、それから会議において協議していくということを行ってきたところです。 

今回、終期のほうを迎えておりますので、国において２０４０年を目途としました、新

たな地域医療構想について検討されているところなんですけれども、検討はもう終わっ
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たということで本日、道を通じて連絡が来たところですけれども、ガイドラインをこれから

示すということで、今調整されているということなので、近々、地域医療構想のガイドラ

インが発出される見込みとなっているところです。 

今回、この説明に係る部分なんですけれども、令和６年９月に策定しております、後

志地域推進方針の中で、「第５ 地域推進方針の進行管理等」という欄があるんですけ

れども、その中で地域医療構想調整会議の部分の外来機能部分については、この会

議で報告するということになっていることから、御報告させていただくというところになっ

ています。 

資料としては、すみません、いっぱいついているんですが、２ページ目御覧ください。 

真ん中あたりにちょっと枠小さくてわかりにくくて恐縮なんですが、「外来」という項目

と「紹介受診重点医療機関」というのがございます。ここの部分の説明になるんですが、

この部分に関しては後志で、ここの記載のとおりですね、３つの医療機関が公表されて

います。記載のとおり「小樽掖済会病院」「小樽市立病院」「済生会小樽病院」となって

おりまして、令和６年から、この３つ確定していて、そこから７年度においても変更はな

いというところになっています。 

外来の部分は以上になりまして、地域医療構想調整会議の概要としましては、ちょ

っとページ飛びますけれども、７ページの上のほうの欄になります。 

この資料自体が２月時点の資料なので、まだ確定させている資料ではないんですけ

ども、上から２番目の項目で、「７ 調整会議における協議等」というところで書いてあり

ますけれども、７月３１日に紹介受診重点医療機関であるだとか、新たな地域医療構

想であるだとかといった議題で、会議のほう行っているところです。１月２９日ということ

で、「確定後記載」としていますけれども、大雪等の影響で、会議開催ができなくて２月

３日にですね、新たな地域医療構想ほか、地域医療構想推進シート等の議題で書面

開催ということで進めてきたところです。 

会議の内容は以上となりまして、このシート、地域医療構想推進シートというのを協

議としていたんですけれど、御意見のほういろいろいただいておりますので、これから

整理して可能であれば年度内、もしくはちょっと年度超えてしまうかもしれませんけれ

ども、確定させて、また委員の皆様にお返ししたいというふうに考えているところです。 

私のほうからは以上となります。 

 

【河合会長】０：５３：４６ 

はい、ありがとうございました。 

事務局から説明あった内容について何かご質問ありますでしょうか？ 

 

【一般社団法人小樽市医師会・藤澤委員】０：５３；５９ 

ありがとうございます。 

あの、地域医療構想推進シート、いろいろちょっとご意見したいところがありますの

で、それはまた、いずれまた調整会議に向けて、お伝えしたいと思います。 

で、まず大枠として、ガイドラインがそろそろ示されて、来年度に向けて動き出すとい

うところなんですけれども、例えば資料３の「１ 地域医療構想の実現に向けた取組の

方向性」の２枠目といいますか、「急性期医療を受けた後の患者の受け皿となる医療

機能（回復期病床）」というのが、包括期になっていくわけですね。で、これはあくまで
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急性期医療を受けた後に限らず、サブアキュート、急性期まで行く手前の患者さんも、

包括期というものに含まれるというようなことで、相当いろんなことが変わっていくと思い

ます。 

で、お伺いしたいのは、今の地域医療構想の上に医療計画の概念があって、医療

計画のもとで５疾病６事業、プラスアルファを、病院を、指定していく。それをもとに構想

を考えるというのが、この度医療法の改正で、地域医療構想が上位概念になった。で、

そのもとで医療計画を考えていくということで、実際それはどのように話し合いが進ん

でいくと思いますか？ 

 

【事務局・其谷主幹】０：５５：３０ 

すみません、倶知安保健所の其谷です。 

今の御質問にすべてちょっとお答えできるわけではないんですけれども、基本的に

はその国のガイドラインが示されて、道のほうで新たな地域医療構想のガイドラインに

沿った上で、道の計画を作っていく形になってくると考えています。 

今のところ、まだ何も示されていないんですけれども、前回の地域医療構想の策定

経過を考えるとそういう形が想定された上で、ちょっと道の計画策定と並行になるか、

道の計画を作った後になるか、ちょっとまだわからないところですけれども、その上でそ

この道の計画を策定していく中で、その枠組みの概念がどういうふうにするかというの

が地域に下りてくるというふうに考えてますので、現段階ではわからないというところで

すけど、当然国のほうから、これまでの検討会の経過ありますので、先生おっしゃって

いただいた概念が変わってくるというところは承知していて、枠組みも今後変わり得ると

は、事務局で認識してるところです。ただその具体の部分に関しては、道の取扱いを

待ってからというふうに考えているところです。 

 

【一般社団法人小樽市医師会・藤澤委員】０：５６；４２ 

何となく情報があるのかなと思ってちょっと聞いたんですけど。結局このたび診療報

酬改定が先行して、各病院が入院基本料どれを取るかというような動きになっている、

それが先行してしまっているので、果たしてそれが地域医療構想にふさわしい機能を

各病院が選ぶかというところと、うまく整合がとれるかというのが実は私ちょっと、小樽市

がちょっと心配しているところで、うまくその地域医療構想を目指すような各病院が選

択して、それに伴って５疾病６事業となるかどうか、５疾病６事業を考えたはいいけど、

やってくれる病院がないんじゃないかというような、今と逆の流れにならないように、しっ

かりとそこは調整会議で、これから１年かけて議論していく必要があると思います。 

あともう１点、この新たな地域医療構想で介護を含めてディスカッションしていくと、

在宅と介護と外来もとかって、なんか（精神も）みたいな感じで、もうごった混ぜで議論

していきなさいと非常に難しいことが、これからやらなければいけないと。で、いわゆる

介護との連結、地域の介護計画と、この地域医療構想というのを、どういうふうに連結

して議論していったらいいのか？これももちろんガイドラインが示されると思うんですが、

かなり実のある地域医療構想調整会議が必要になってくるのかなと、介護側の行政の

方、施設の方も入って、意見交換することが必要になると思っています。 

其谷さんからコメントを。 
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【事務局・其谷主幹】０：５８：３９ 

見えていないというのが正直なところなので、実のある、その議論というところに、どう

やって結びつけるかというところで考えると、ちょっと進展を見ながらということにはなり

ますけれども、先ほど申し上げた、その何ていうんですかね、会議体の構成メンバーだ

とかというところに影響してくるだろうというふうには考えていますので、今おっしゃった

部分も踏まえながら、おそらく道からもそういった話になる形で下りてくるだろうと思うん

ですけれども、今の御意見も踏まえながら、ちょっと考えていかなきゃならないのかなと

いうふうに今考えているところです。 

 

【河合会長】０：５９：１８ 

はい、ありがとうございます。 

大丈夫ですかね。 

他、何か全体を通して、何かご質問でもいいですし、何かありましたら。 

はい、林先生。 

 

【一般社団法人余市医師会・林委員】０：５９：３６ 

あの、なかなかこう、皆さんが面と向かって集まるのが大変な状況になって、またガソ

リン代高いとか、なので、Ｗｅｂでの開催という環境整備のほうを、また進めていかれた

らいいかなというふうに、今日ガソリン代がすごく高くて、ちょっと考えてみたんですけど、

事務局のほうで何かその辺のことは考えておられますのでしょうか？ 

 

【事務局・平野課長】１：００：１１ 

はい、実は今、今日ちょっとどうしてもお忙しい欠席になられる委員の皆さん、先生

からもですね、Ｗｅｂだったらとかという御意見もあがっているので、その部分について

はちょっと検討させていただきたいと思います。 

ちょっと歯切れが悪いというのがですね、実はちょっとあの、道の会議システムが、

今までちょっとＺｏｏｍは試行的に使っていたと。また、ＤＯＷＫＡＩとかという道独自のシ

ステムはあったんですけれども、その双方がですね、この３月からまた新たなシステム

に切り替わったということでですね、まず、おそらくちょっとＺｏｏｍの部分については有

償のアカウントとか、そういう問題があったのかわからないんですけれども、無償で２００

回線までつなげるような道独自のシステムに変わったと。ただ、それまだ使っていない

ので、安定性であったりだとか、果たしてそのアプリなども入れないでですね、皆様の

ほうでちゃんと受け答えができるのかどうなのかとかというのは、ちょっと我々もわからな

い状況もありまして、それも踏まえながら、これは以前も、他の部会とかでも出たもので

すので、検討させていただければと思います。御意見ありがとうございます。 

 

【一般社団法人小樽市医師会・藤澤委員】１：０１；２６ 

ルール上はＷｅｂでもＯＫなんですよね？例えば対面に限る、この会議は対面に限

るというような何か決まり・規則がある、 

 

【事務局・平野課長】１：０１：３５ 

そういうものはございません。 
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で、実際に他の会議によってはハイブリッドでやったりとか、そういうことも道の会議と

して開催しておりますので、制限があるわけではございません。 

 

【河合会長】１：０１：４９ 

ありがとうございます。 

後志はちょっと特殊なね、地域事情もあるので、今後検討事項ということでさせてい

ただきます。 

他、何かありますでしょうか？ 

事務局のほうから、はい。 

 

【事務局・山口課長】１：０２：０８ 

すみません。難病部会担当しております、山口です。 

先ほど御質問のあった神経難病の数のところの申し訳ないです、訂正だったんです

けれども、全体で２６０ということをお伝えしたかと思うんですけれども、ちょっと小樽市

分等、ちょっと抜けておりまして、大体なんですけれども７００件ぐらいで、アンケートも

そのような予定を今のところしております。 

すみません、訂正でございます。 

 

【河合会長】１：０２：３６ 

はい、ありがとうございます。 

他、何かありませんでしょうか？ 

 

【事務局・其谷主幹】１：０２：４２ 

すみません、倶知安保健所の其谷です。 

親会で、すみません、昨年８月に報告させていただいている評価様式の関係、親会

の中でですね、その部分ちょっと事務局内でもいろいろ意見ございまして、ちょっと見

づらいんじゃないかとかというような意見もちょっと一部で出ていてですね、様式見や

すくできる形にちょっとコンクリートできるかどうかわかりませんけれども、できるだけそ

の協議にしやすいような様式変更等を、今、目指して、ちょっと内部で協議しておりま

すので、また、これに関しては夏の会議で、示させていただくことになろうかと思います

けども、現在検討中ということで御報告したいと思います。 

それからスケジュールの関係、参考資料として付けさせていただいていますけれど

も、今後のスケジュールということでペーパーございますが、今日の親会開催後、５～６

月ぐらいに各部会開催見込みで、７～８月に親会の開催予定ということと、来年のこの

時期ですね、親会の開催をしたいという一応見込みで今考えているところです。 

一応私のほうからは以上となります。 

 

【河合会長】１：０４：０１ 

はい、どうぞ。 

 

【一般社団法人小樽市医師会・藤澤委員】１：０４；０５ 

すみません、あの、地域医療構想調整会議は何月頃予定していますか？ 
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【事務局・其谷主幹】１：０４：０８ 

今のところですね、ちょっと具体の目処は立っていないです。ただ、今考えているの

は、初回は７月開催にしようかなということで調整しようと思っています、というのも紹介

受診重点医療機関のデータが確定版ではないですけれど、先日来まして、新たな医

療機関があれば診療報酬の関係ありますので急ぐというところがあるんですけども、そ

こが変更なく、３医療機関、現在の受けている３医療機関ということですので、それを踏

まえると、急ぐ必要はないと判断しているところですので、あまり遅い時期になってもと

いうところで考えると、７月ぐらいが妥当なのかなというところですけれども、いろんなそ

の会場の押さえだとか、その議長のですね、日程だとかというのをまだ具体で押さえて

いるわけではありませんので、そこを踏まえて、夏ぐらいに設定できればなというふうに

考えているところです。 

 

【河合会長】１：０５：０５ 

はい、ありがとうございます。 

他、ないでしょうか？あと事務局、特にありませんでしょうか？大丈夫ですかね。 

はい、これで、本日の議事は全て終了となります。 

議事進行に御協力をいただきまして、ありがとうございました。 

それでは進行を事務局のほうに戻します。お願いいたします。 

 

８ 閉会 

【事務局・平野課長】１：０５：２７ 

河合会長、議事進行ありがとうございました。 

以上をもちまして、「令和７年度第２回後志保健医療福祉圏域連携推進会議」を終

了させていただきます。 

皆様、本日は長時間にわたり、また御多忙のところ御出席いただきまして、ありがとう

ございました。大変お疲れ様でした。これから外、雨降っているようですので、どうぞ足

元に気をお気をつけてお帰りください。 

ありがとうございました。 


